
きかいlまり

自動穿孔機 (45 らんカード) 28 台

改造自動穿孔機 (90 らんカード上段 1 台下段 1 台) 2 

検孔機 (45 らんカ ー ド) 30 

分類織 (45 らんカ ー ド) 7 

改造分類機カウ γ タ 付 (45 らん 90 らんカード併用) 2 

製表機 (45 らんカ ー ド) 10 

イ レミント γ ラ γ ド式(R.R.)

英数字式自動可視穿孔験 306 型ー4 (90 らんカード) 5 台

数字式自動可視苦手孔後 204 型ー3 (45 らん 90 らんカー

ド用)

検孔繊 (90 らんカ ー ド) 10 

自動分類n裂後 221 型 (45 らん 90 らんカード商用) 3 

'Ilì子管式多能分類算緊憾 421 型 (90 らんカード用) 1 

3定数字式自動会計 踏襲 3100 型 (45 らん 90 らんカード雨

j刊) 7 

総括カード穿孔織 311 型-4 (45 らん 90 らんカード両

用) 2 

総括カード苦手孔機 311 型ー7 (45 らん 90 らんカード両

用)

多能照合調合:再製機 315 型ー1 (90 らんカード)

穿孔翻訳転害後 312 型ー1 (90 らんカード)

計算:苦手孔織 330 型-3 (90 らんカー ド)

ウ イ ンタ ーナ ショナノレピジヰス""? -/ :/:>¥: (1. B. M.) 

手動穿孔綴 001 型 (80 らんカ ード)

電if!j)益I写穿孔機 016 型 (80 らんカード)

検孔機 051 型 (80 ら んカー ド)

分類俄 080 型 (80 らんカ ー ド)

分類織 (J'1:~管利用) 082 製 (80 らんカード)

会計 機 405 型 (80 らんカード)

会計 機 416 型 (80 らんカード)

集団 èI!写合計穿孔韓基 513 型 (80 らんカー ド)
"�.. U 
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(3) 陸自械化実施業務(昭和 32 年度上半期分)

141 台

いう。

一般に樹氏が柔らかくかっ トンネノレの延長が短い場合には，

以前は手捌による穿孔が経済的であ ったが，工It!Jが長く掛るの

で最近ではほとんど繊械捌を採用している。さく岩織は主とし

て !王緋j空気を動力としているが， 電動式 ・ ガソリ γ式のものも

HJ~ 、られる。またジャンポーと称するさく岩機台車も発逃して

陸自械鍋!の能率はいちじるし く 向上した。(松品 商)

きかいれんどうき 俊械連動後 (英) mechanical interlock. 

ing machine W; 1 街般械連動装置い第 l 極述動装1m にお

いて，転鰍(てんてつ)総， 信号磁，標識その他を 1 箇所に集

中して操縦し，これら相互聞に鎖錠関係を設けるために使用さ

れる機械。述動般には極々 の形式があるが，そのいずれもっき.の

2 つの主製部分から成立っている。① てこ部(リ パ ー) 転轍

総または伯号機にパイプある L 、はワイヤで接続され，これらを

操縦する。② 鎖錠部(ロッキングプレーム) てこ相互聞の鎖

錠関係を付する部分。

l 車~蕗~の方法からの分類 (1) リバーロ ッキング式 リ パ

-~I 休の巡動が信号機，転鰍器等に伝達されるとともに鎖事~fffl

にも伝達される方式で，繊慨が簡単であるが，この方式の欠点

はリバーが鎖錠されているか否かを知るにはラッチを短り，し

かもリバーを動かさなければ探知できないことである。このリ

パーを少しでも動かすことは，その運動が信号緩または転轍採

に伝わることになり，保安上危険を伴なうおそれがあるので，

国鉄ではこの方式は織械連動揺告には採用されていない。

(2) ラ ッチ ロッキング式 リパーのラッチの運動がロ ッ カー

を介して鎖錠部に伝わる方式である。鎖錠されているか否かは

ラ ッチの卸Jき方により探知lでき ， 前者のようにリ バーを動かす

ことはないので保安皮は商い。国鉄ではこの方式が係j刊されて

し 、る。

2 各組連動機の概略

(1) マッケンジー型連動後 (Mackenzie and Hallands ca血

and frame) リ バ ー ロッキング式述動機で，鎖錠部をリパーに

5 

B 台

3 

8 

2 

業務 作 製

直結せず，カムを使ってタベッ トのストロークを I~ じているリ

パーを扱えばカムは笑子に11!1 され軌を中
表別 | 護EI244 | 使用 峨械

心に点線の位置に移動し(図ー1) ，したが

ってタベッ トを左方に移動して他のリ パ

ーを鎖錠するのである。

(2) ジョンソン型連動後 (Johnson's

type) ラ ッチロッキ γグ式巡動繊で，国

鉄でも現在使われているサクスピー型連

動犠が標準として制定されるまではこの

型が使われていた。鎖錠は垂直に配置さ

れたタベットにより行われる。すなわち

タベッ トはロ ッ カーのスロ ッ ト内部を治

動するローリングリ ン F に連結され，ラ

ッ チを短ればロッカーと タベットは同時

に引上げられて，所定の鎖錠をする構造

のもので， リ バーを定位から反位または

反位から5E位にして，ラ ッチをゆるめ

ればラッチスプリ γ グによ っ て ロ ッカ

ー ・ タベッ トはふたたび同時にi勉き鎖事~

を完了する(図ー2 ， 写n-3) 。

(3) 鋼索式連動横 鎖錠部は後述サク

スピ ー型 とま っ た く同 じであるがリバーの構造はいままでのと

全然異なり ， ドラムを回転させて ， 2 本の鋼索により信号織ま

たは転鰍総を操縦するようにしている。この述動量告は鉄管では
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俄械化研究業務の試行
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11 I 4 月 分から年度内に作祭

" 1 年報

(佐久間菊衛)

きかい lまり 後械掘 (芙) machine drilling トン ネノレを掘さ

く するとき，爆破孔の穿孔(せんこう)をさ く 岩憾でやる場合を

"月報( 1-3月)， 年報

R . R. およひ I. B.M. I 随時




